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和歌山・末木　凛
　祖母の家にある布製のバッグ。
　それは帆布という厚みのあるとても丈夫な生地でできていて、酒屋さんの前かけなどにも使われたりするそうだ。
　そのバッグは長方形のどこにでもある様なものだ。
　でも、黒地に白い文字で書かれている色々な言葉の中に、どうしてもバッグのデザインとしては、似合わない言葉が書かれている。
　『函館監獄』と。
　監獄とは刑務所の古い言い方だ。
　その文字が書かれているだけで、私はふつうのバッグとなんだか違う感じがした。
　持って出かけたくない、恥ずかしい感じだ。
　「なんでこんな変な言葉を書いているバッグ持ってるの。」
と祖母にたずねると、
　「私の大切な物の一つや。」
と答え、底の生地が少しうすくなっているバッグを、両手でさすりながらたたんでいた。
　祖母は長い間、保護司をしている。
　保護司とは、犯罪や非行をしてしまった人の立ち直りの支えんや、犯罪予防活動などをするボランティアだそうだ。
　そのバッグは、十数年前に北海道へ、保護司の勉強に行った時に『函館刑務所』の受刑者達が作った『刑務所作業製品』が売られている所で買ってきたらしい。
　でも、はっきりとした理由は分からないが、私はなぜかそれを好きになれなかった。
　そのことを祖母に話すと、
　「なんで好きになれないんか、もっと自分の心の中と話をしてみたら。」と言われた。
　考えてみると、そのバッグを持っていると犯罪をおかした人と関係があるのではないかと疑われるかもしれないと、感じたからだと祖母に答えた。
　「心のバリアやな。大きな問題や。」
と祖母はつぶやいた。
　犯罪をおかしたことは消すことができないけれど、刑務所の中では犯した犯罪の責任を自覚したり、出所した後、社会生活に必要な知識や技術を身につけ、立ち直ろうと一日一日を一生けん命に努力している。
　生まれ変わろうとがんばっている。
　これを更生というのだと教えてもらった。
　祖母が大切にしているバッグは、ぬい目が細かくていねいに作られている。
　刑期が終わり、更生をちかって社会に出られる日のことを思い、一針一針心をこめてぬっていたのだろうと想像した。
　そのバッグを持って出かけることを恥ずかしいことだと思った自分が恥ずかしくなった。
そして、なぜ祖母が大切にしているのかも少し理解できた。
　差別やへん見はとても良くないことだと知っているし、自分はそんなことはしていないつもりだったのに、けれども自分の知らないうちに心に犯罪者に対する差別やへん見のバリアが出きてしまっていた。
　なぜ、バリアができてしまったのだろう。
　映画やテレビドラマなどで、こわい人や悪い人のイメージがあったからかもしれない。

　刑を終えた人達が強く更生をしようと努力をしても、就職ができなかったり、住む家を貸してもらえなかったりするのも、心のバリアが原因だと思う。
　差別やへん見の心のバリアをなくさないかぎり、刑を終えた人達の更生はむずかしい。
　祖母が『大きな問題』と言った意味がよく分かった。
　人の心の中に芽生えてくる差別やへん見はどうすればなくなるのだろうか。
　とてもむずかしい問題なので、小学生の私には解決方法がよく分からない。
　けれども、私なりにできることから実行し、絶対に自分の心にバリアをつくらないようにしようと思った。
　それには、いつも『自分だったら』と、考えるようにしようと決めた。
　自分がされたり言われたりしてつらいことは絶対にしない。
　そして私の心にバリアが出来ていないか、時々自分の心と話をしてみる。
　これが私の『社会を明るくする運動』の第一歩だ。
　刑を終えた人達に、
　「おかえりなさい。」
とみんなが心から言えるやさしい社会を作っていくのは、私達の義務だ。
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